
令和７年度 国際科 学校評価 

〈児童アンケートの結果〉 

○国際科の授業で、誰とでも積極的にコミュニケーションを図ろうとしている。 
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１学期末 ５６．９％ ３３．９％ ９．２％ ０．０％ 

２学期末 ５８．３％ ３５．２％ ６．５％ ０．０％ 

 

○世界の国々および日本の文化や伝統のよさを知ろうとしている。 
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１学期末 ６３．３％ ２５．７％ １０．１％ ０．９％ 

２学期末 ５３．７％ ３７．０％ ９．３％ ０．０％ 

アンケートから見えた成果と課題 

○アンケート①「国際科の授業で、誰とでも積極的にコミュニケーションを図

ろうとしている。」においては１学期に比べ２学期の方が「すごくあてはま

る」「まあまああてはまる」と回答した児童の割合が増えた。国際科のみな

らず、「かかわりを通して 考えを広げ深める」を重点目標に、関わり合い

の中で学びを創り出していった成果だと考える。 

○アンケート②「世界の国々および日本の文化や伝統のよさを知ろうとしてい

る。」については「すごくあてはまる」と回答した児童の割合が減り、「ぜん

ぜんあてはまらない」と回答した児童がいなくなった。「ぜんぜんあてはま

らない」と答えた児童がいなくなったのは良かったものの、もっと多くの児

童が世界の文化に興味を持たせられるような学習活動を展開していく必要が

あると考える。年に２回実施している国際交流会を中心とし、良い機会と捉

え、工夫した取組を展開していきたい。 

学校関係者評価 

９月１８日に薮神小学校コンピュータールームにて行われた学校運営協議会

にて、国際科について意見交換をした。 

 子どもたちが楽しく英語学習に取り組んでおり、これが高学年の学習につな

がっていくのを感じたという意見をいただいた。また、国際大学があることの

利点を生かしてもらいたいといった声に加え、一つ一つの単語の学習を丁寧に

したり、英語を話せるように繰り返し発音したりといった授業も大切だが、他

者とのコミュニケーションツールの一つとして英語を扱い、もっとコミュニケ

ーションをたくさんとるような授業を展開してほしいといった要望もあがっ

た。 


